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《魅力向上に関する私見》

残念ながら第1回会合に出席できませんので、以下の通り意見（私見）を述べさせていただきます。

◯魅力向上に関するいくつかの視点

＊ロジックモデル的に捉えた課題の整理

＊魅力向上の指標例：「離職率の低下」（マイナス要因の低減）

「定着率の向上」（プラス要因の増加）

＊「いれる」「つなぐ」「もどす」と魅力向上の関係

＊魅力向上の新たな観点 Ex. 「ノーコンタクトタイム」の確保と活用

＊保育タイムスタディやＩＣＴ化などの活用も重要

☆「大人になったらなりたいもの」アンケート調査（2019年3月8日、第一生命保険）

女の子の第２位「保育園・幼稚園の先生」 ⇒ 現実は人材難 …これを魅力の観点でどう読み解くか？
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参考資料２



【ロジックモデルから捉えた魅力向上の課題整理】
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例示 指標

インプット 予算、法令など

アウトプット 処遇改善、労働環境の改善、職員配置改善、
研修の充実、ノーコンタクトタイムなど

給与改善状況、有給休暇取得率、
離職率・定着率、キャリアアップなど

アウトカム 安定的な人材の確保、保育者の定着、
資質の向上など

有効求人倍率、養成校の志願率、
平均在職年数、保育者満足度など

インパクト 保育の質の向上、子どもの健やかな育ち 自己評価、第三者評価など

処遇改善、有休取得の保障
職員配置の改善

ノー残業、ノー持ち帰り
マイナス要因の低減

プラス要因の増加
成長できる職場
支え合える職場
貢献できる職場
評価される職場

離職率の低減

定着率の増加

例えば



【「いれる・つなぐ・もどす」と魅力向上】

【もう一つの大切な視点：ノーコンタクトタイム】

・ノーコンタクトタイムとは、子どもと直接関わっていないが、保育を豊かにするための重要な時間

Ex. 、保育の振り返り、記録、調べもの、話し合い、打合せ、環境構成の準備、教材づくりなど

・ノーコンタクトタイムを確保するためには、業務の棚卸（省力化、合理化）や職員配置の拡充が必要

・そのためには、保育タイムスタディによる業務の見える化や分析、改善策の検討が必要

・加えて、ＩＣＴの活用による業務の省力化や合理化、高度化などの検討も必要
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いれる つなぐ もどす

◯新規採用
（新卒、既卒他業種）

◯就業継続 ◯再就職・再雇用

・給料が良い（処遇改善）
・休みが取れる（有休取得）
・イメージが良い

・成長できる（研修の充実）
・支え合える（同僚性）
・貢献できる（専門性）
・評価される（キャリアパス）

・役に立てる（期待される）
・柔軟に働ける（短時間勤務）
・評価される（キャリアパス）



専門性

社会性 人間性

人

財

済

在材

罪

・専門的な知識やスキル
・学び続ける姿勢（殻を破る）
・協働性（同僚性）

人材マネジメント

・愛情、おもいやり
・感動する心、自尊感情
・知性、感情、意思

・社会常識、マナー
・協調性、他者理解
・規範意識、モラル

【参考：「保育者の人材マネジメント」とは】

～人“材”から人“財”へ～
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・カウンセリングマインド
Ex. 傾聴、受容、共感、
励まし、援助

離職防止
定着促進

・処遇改善
・働きやすい職場づくり
・魅力ある職場づくり
・成長できる職場づくり


